
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
６年度

実績値 達成度 目標値   　　　 25　　     50　　　　75　 　 　100      125

ⅰ 7,903 106.4% 7,830

ⅱ 1,207 82.1% 1,870

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

ⅱ

施策評価調書（元年度実績）
施策コード Ⅱ－３－（１）

政策体系
　施策名　国内誘客の推進と海外誘客(インバウンド)の加速 所管部局名 商工観光労働部 長期総合計画頁

広域連携による観光の推進

取組№ ⑤

95

　政策名　地域が輝くツーリズムの推進と観光産業の振興 関係部局名 商工観光労働部

取組№ ① ② ③ ④

取組項目
ツーリズムおおいたのDMＯ機能の強化と

地域観光協会等の活性化

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 元年度

取組項目 圏域ごとのニーズに応じた国内誘客
国・地域ごとにターゲットを絞った

海外誘客
団体旅行など様々な旅行形態に対応した

誘客

外国人宿泊客数（千人）
①②③
④⑤

H26 400 1,470

評価 理　　　　由　　　　等

目標達成度（％）

年度 基準値 目標値

県内宿泊客数（千人）
①②③
④⑤

H26 6,101 7,430

平均評価

達成 　訪日外国人は日韓関係の悪化等により減少したものの、国内観光客の増加に支えられて目標値を達成した。
概ね
達成達成

不十分
　中国や台湾、欧米・大洋州については昨年対比で順調な伸びとなったが、日韓関係の悪化により、これまで6割を占めていた韓国人旅行者の大幅な
減少により目標値を達成することができなかった。
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【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

①③

②③

②

④

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

204

204

ラグビーワールドカップ観光振興事業 94.2

事業名（元年度事業）
事務事業評価

 成果指標の達成率（％） 掲載頁

国内誘客総合推進事業 96.5

204

インバウンド推進事業 82.1 204

広域ツーリズム推進事業 106.4

③

・教育旅行誘致やMICEの取り組みにより､団体旅行客の増加を図った｡
・クルーズせとうち等と連携した船社向けセールスを実施した。
・AirbnbやANAと連携した海外向けの情報発信を実施し､ラグビーワー
ルドカップ期間中に欧米豪から189人の宿泊客を呼び込むことができた｡

②

・観光・宿泊施設、飲食店等が欧米・大洋州をはじめ多くの海外観戦客
の受入を経験し、県全体でインバウンド多角化の機運が醸成された。
・中国上海で商談会を実施し、韓国インバウンドが減った地域に中国イ
ンバウンドを誘客することができた。

①

・旅行会社等に向けた商談会への参加、イベント出展による消費者向け
の情報発信を行い、広くおんせん県おおいたをPRすることができた。
・温泉を活用したリピーター対策や、富裕層対策として福利厚生倶楽部
と連携するなど、ターゲットに合わせて誘客に取り組んだ。

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

B
・R2年度は新型コロナウイルスの影響で国内外観光旅行の低下が見込まれているが、新型コロナウイルスの流行が落ち着いた頃を見計らい、巻き返しを図る。
・東アジアをはじめ、ASEAN諸国からの観光誘客を図るため、富裕層やリピーターをターゲットにプロモーションを実施。また、ラグビーワールドカップ開催を契機と
して欧米・大洋州へ誘客のウイングを広げアジアのみに依存しない多角的な誘客を目指す。
・ＳＮＳ等を活用したデジタルマーケティングを実施し、顧客のニーズにあった情報発信を行うとともに、得られたデータを商談会や旅行博で活用する。
・観光客の長期滞在と消費拡大を促すため、県域版ＤＭＯである（公社）ツーリズムおおいたが行う、マーケティング機能や商品造成・販売力の強化等を支援する。

④

・宮崎県と協力し、祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク地域への誘客や、
広島カープファンの誘客などに取り組んだ。
・長崎県・熊本県と連携し、北海道での旅行博への出展や三県を周遊
するバス運行支援などに取り組んだ。

○「安心・活力・発展プラン2015」中間見直し委員会　第4回活力部会（R1.10）
・情報は自ら発信するものと、訪れた方に発信してもらうものの二つある。
・訪れてもらった観光客の口コミが重要である。
・いかに情報発信してもらうかに力を入れて欲しい。

総合評価 施策展開の具体的内容
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